
 

人生での高い買い物“保険”のかわりに 

手頃に“まさか”の備えができる全労連共済を 

『ライフプラン』という言葉、どこかで聞いたことが

あると思います。｢ライフプラン｣は、直訳すれば“人生の

計画”。人生の中で想定される大きな出来事を考え、お

金が必要となるタイミングやその金額を把握して計画

をたてることをいいます。 

 

たとえば、20代･30代では結婚や住宅の購入などが考

えられます。またキャリアアップに向けて、資格取得の

資金を考えるかもしれません。お子さんがいれば、40

代に進学に関わる教育費を本格的に検討する時期と思

われます。そして50代･60代には、病気などのリスクに

備えたり、老後資金を準備したりする必要がでてきま

す。 
 

人生設計や金銭面の視点からの生活設計｢ライフプラ

ン｣は、何かをきっかけにぐっと現実味を帯びてくるでし

ょう。その後、どの世代でも計画の微調整などあるかも

しれません。 

 

まずは、人生で高い買い物と言われている保険の代わ

りに、手頃な掛金で個人共済･セット共済に加入する

ことをおすすめします。｢節約｣しながら｢まさかの備え」

ができます。人生設計や生活設計を考えていく中で、共

済で保障も充実させることができます。 

   
田中さん会社員(22歳) 

通勤途中の交通事故  
入社1年目。会社に遅れそうになり少し焦って

出勤中、交通事故に遭い骨折。1週間の入院を

し、その後も2週間の自宅療養と完治までの

10日間の通院を余儀なくされました。 

 

 

 
 

● 入院分として      49,000円 

● 安静休業分として  21,000円 

● 通院分として       10,000円 

 

80,000円 の 

給付がありました。 

※ このケースは、交通事故入院の給付も含まれています。 

 

鈴木さん会社員(45歳) 

病気で長期休業  
病気一つしたこともなかったのに、突然｢脳梗

塞｣に。後遺症は残りませんでしたが、それでも

7日間の入院と退院後30日間の自宅療養とな

ってしまいました。 

 

 

 
  

● 入院分として      35,000円 

● 安静休業分として  75,000円 

 
 

110,000円 の 

給付がありました。 
 

 

 

山田さん会社員(58歳) 

自宅でのケガ  
自宅で掃除中、足を滑らせて階段から転落し、

靭帯を切ってしまいました。手術のため10日間

の入院と、リハビリを含めた3週間の自宅療養

をし、通常の生活を取り戻すのに1ケ月以上か

かってしまいました。 

 

 
 

● 入院分として      200,000円 

● 安静休業分として  105,000円 

 
 

305,000円 の 

給付がありました。 
 

※ 医療共済は新規加入より1年以内の共済事由は給付限度日数が給付基準の50％になります。 

[加入制限] 

＊ 4歳未満の子や孫は､Ａ～Ｃコースから選択して下さい。 

＊ 25歳未満の方(組合員と配偶者を除く)と､60歳以上の方は､Ａ～Ｄコースから選択して下さい。 

(※ 生命共済は加入可能な口数が年齢により異なるため｡詳しくはP5を参照) 


